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１
９
６
４
年
の
創
業
の
三
鷹
倉
庫

（
本
社
・
大
阪
市
生
野
区
、
関
武
士

社
長
）
は
、「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ

Ｄ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ 

さ
ぁ
、
も
っ

と
い
い
会
社
に
」
を
経
営
理
念
に
掲

げ
、
倉
庫
業
を
核
に
物
流
の
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
今

年
２
月
に
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
自
動

化
、
省
人
化
技
術
に
強
み
を
持
つ
シ

ス
テ
ム
会
社
で
あ
る
ミ
ー
チ
ュ
ア
ル

の
株
式
譲
渡
を
受
け
、
経
営
統
合
。

Ｗ
Ｍ
Ｓ
（
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の

開
発
な
ど
を
通
じ
て
30
年
間
取
引
の

あ
る
ミ
ー
チ
ュ
ア
ル
を
統
合
す
る
こ

と
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
Ｄ
Ｘ
化
を
加

速
し
、
主
力
と
す
る
倉
庫
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
強
化
す
る
。

ア
パ
レ
ル
製
品
メ
イ
ン
、

国
内
外
で
倉
庫
を
運
営

　

三
鷹
倉
庫
で
は
、
倉
庫
事
業
を
中

心
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
事
業
、
海
外
貿
易

事
業
、
倉
庫
リ
ー
ス
事
業
を
展
開
。

関
西
地
区
に
11
ヵ
所
、
関
東
地
区
に

７
ヵ
所
の
計
18
ヵ
所
の
倉
庫
を
保
有

し
て
い
る
。
ア
パ
レ
ル
製
品
を
メ
イ

ン
に
扱
っ
て
お
り
、
倉
庫
内
に
工
業

用
ミ
シ
ン
や
検
針
機
を
設
置
し
、
修

理
や
値
札
付
け
な
ど
の
流
通
加
工
も

担
う
こ
と
で
、
単
な
る
保
管
に
と
ど

ま
ら
な
い
高
付
加
価
値
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　

機
械
製
品
や
食
品
に
商
材
を
拡
大

し
な
が
ら
、
17
年
前
に
ア
パ
レ
ル
製

品
の
製
造
工
場
が
集
積
す
る
中
国
へ

進
出
。
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ
た
ア
パ

レ
ル
製
品
の
日
本
側
で
の
荷
受
け
だ

け
で
な
く
、
現
地
で
の
出
荷
作
業
も

担
い
、
現
地
で
検
品
や
流
通
加
工
を

行
え
る
体
制
を
整
え
た
。
そ
の
後
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
東
南

ア
ジ
ア
に
も
同
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
展
開
し
、
海
外
事
業
の
強
化
も

進
め
て
い
る
。

　

７
年
前
か
ら
は
子
会
社
と
し
て
三

鷹
共
運
を
立
ち
上
げ
、
フ
ォ
ワ
ー
デ

ィ
ン
グ
事
業
に
進
出
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た

時
期
に
は
、
か
ね
て
よ
り
計
画
し
て

い
た
ｅ
コ
マ
ー
ス
へ
の
対
応
を
開

始
。
３
年
前
か
ら
は
通
関
業
に
も
進

出
を
果
た
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ

ー
を
充
実
さ
せ
、物
流
全
体
の
計
画
、

輸
送
・
倉
庫
の
運
用
管
理
と
業
務
改

善
を
連
携
し
て
行
う「
４
Ｐ
Ｌ
事
業
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
営
業
倉
庫
の
み
な
ら

ず
、
倉
庫
の
リ
ー
ス
事
業
も
手
掛
け

る
。「
倉
庫
の
供
給
が
増
え
て
い
る

中
、
価
格
（
賃
料
）
以
外
の
面
で
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
方

針
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
か
ら
至
近
の

都
市
型
倉
庫
「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ａ 

Ｇ
Ｏ

Ｏ
Ｄ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
尼
崎
」
や
、
大
型

の
平
屋
倉
庫
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご
東

条
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
特

色
を
持
っ
た
倉
庫
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

そ
ろ
え
る
。
自
社
で
物
流
業
務
も
行

っ
て
い
る
た
め
、
テ
ナ
ン
ト
が
決
ま

ら
な
く
て
も
自
社
で
運
用
で
き
る
強

み
も
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
会
社
を
経
営
統
合
、

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
に
強
み

　

今
年
１
月
に
三
鷹
倉
庫
は
初
の
Ｍ

＆
Ａ
を
実
施
し
、
ミ
ー
チ
ュ
ア
ル
を

経
営
統
合
し
た
。
同
社
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
を
活
用
し
た
製
品
管
理
を
強
み
と

す
る
シ
ス
テ
ム
会
社
で
、
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
管
理
シ
ス
テ
ム
や
入
退
室
シ
ス

テ
ム
な
ど
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
領

域
に
ま
た
が
る
開
発
を
行
っ
て
い

る
。

　

三
鷹
倉
庫
と
は
30
年
以
上
、
Ｗ
Ｍ

　
　

シ
ス
テ
ム
会
社
を
Ｍ
＆
Ａ
、
ソ
フ
ト
面
で
Ｄ
Ｘ
加
速

協
業
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
強
化

三鷹倉庫

国内18ヵ所に倉庫を保有
（写真は神戸センター）

アパレル製品の流通加工も
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Ｓ
の
開
発
で
取
引
が
あ
っ
た
。
以
前

か
ら
後
継
者
不
足
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
関
社
長
が
ミ
ー
チ
ュ
ア
ル
の

前
社
長
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
３
年

ほ
ど
か
け
て
検
討
し
、
株
式
の
譲
受

に
至
っ
た
。
経
営
統
合
後
は
、
関
社

長
が
同
社
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
両
社
間
で
営
業
部
の
情
報
共
有

を
行
う
な
ど
連
携
を
強
め
て
い
る
。

４
月
か
ら
は
本
格
的
に
協
業
を
開
始

し
、
両
社
の
相
乗
効
果
を
検
証
し
て

い
る
。

　

ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
の
Ｗ
Ｍ
Ｓ
で

は
、
三
鷹
倉
庫
の
中
心
商
材
で
あ
る

ア
パ
レ
ル
製
品
特
有
の
膨
大
な
Ｓ
Ｋ

Ｕ
数
に
伴
う
複
雑
な
業
務
に
対
応
。

量
販
店
と
の
連
携
や
、
値
札
の
自
動

発
行
、
返
品
デ
ー
タ
の
集
計
な
ど
を

実
現
し
、
顧
客
の
管
理
目
的
に
合
わ

せ
た
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
。

　

関
社
長
は
、
同
社
と
の
経
営
統
合

の
背
景
と
し
て
、
倉
庫
の
大
量
供
給

と
競
争
の
激
化
を
挙
げ
る
。「
価
格

や
立
地
面
で
競
合
他
社
と
争
う
の
で

は
な
く
、
独
自
の
強
み
を
強
化
す
る

方
向
に
舵
を
切
っ
た
。当
社
は
長
年
、

ア
パ
レ
ル
製
品
を
扱
っ
て
き
た
豊
富

な
経
験
が
あ
り
、
在
庫
管
理
や
流
通

加
工
な
ど
倉
庫
内
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
強
み
が
あ
る
。
今
回
ミ
ー
チ
ュ

ア
ル
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

面
で
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
」

と
意
欲
を
見
せ
る
。

　

Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に
よ
り
、
荷
主
と

の
連
携
も
強
化
。「
ｅ
コ
マ
ー
ス
の

需
要
が
高
ま
る
中
で
、
入
出
庫
や
在

庫
を
数
値
デ
ー
タ
と
し
て
可
視
化

し
、
荷
主
に
連
携
・
共
有
で
き
る
こ

と
は
、
他
社
が
真
似
で
き
な
い
強
み

に
な
る
」（
関
社
長
）。
物
流
作
業
現

場
の
生
産
性
、
収
支
の
管
理
ツ
ー
ル

「
ロ
ジ
メ
ー
タ
ー
」
を
導
入
し
、
生

産
性
、
収
支
の
可
視
化
に
よ
る
、
問

題
点
・
課
題
の
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
加
え
、
現
場
の
収
支
意
識
向
上

を
推
し
進
め
る
。

　

Ｄ
Ｘ
化
を
絡
め
た
荷
主
と
の
連
携

の
一
環
と
し
て
、
食
品
工
場
向
け
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
シ
ス
テ
ム
も
開

発
。
耐
洗
Ｉ
Ｃ
タ
グ
付
き
の
作
業
着

を
活
用
し
た
、
個
人
ご
と
の
入
退
室

管
理
や
、
災
害
時
の
所
在
管
理
な
ど

を
実
現
し
た
。
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
が

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
を

駆
使
し
、
物
流
以
外
の
分
野
で
も
事

業
拡
大
を
図
る
。

対
等
で
相
互
利
益
の
あ
る

Ｍ
＆
Ａ
を

　

三
鷹
倉
庫
で
は
今
後
も
積
極
的
な

Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
。
主
に
倉
庫
や
ト
ラ

ッ
ク
を
保
有
し
て
い
る
企
業
を
中
心

に
、
自
社
が
拠
点
を
有
す
る
関
西
・

関
東
圏
の
物
流
系
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
据
え
る
。
関
社
長
は
「
ト
ラ
ッ

ク
や
倉
庫
を
自
社
で
仕
入
れ
る
こ
と

に
比
べ
る
と
、
他
社
が
保
有
し
て
い

る
資
産
を
活
用
す
る
方
が
リ
ス
ク
は

小
さ
い
」
と
説
明
。
一
方
で
、
Ｍ
＆

Ａ
先
の
選
定
に
つ
い
て
は
、「
長
年

取
引
が
あ
り
、
社
内
体
制
を
知
っ
て

い
る
ミ
ー
チ
ュ
ア
ル
で
す
ら
、
経
営

統
合
後
に
体
制
を
整
え
る
の
は
大
変

だ
っ
た
。
今
後
も
、
自
社
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
近
い
と
こ
ろ
を
中
心
に
検

討
し
て
い
く
」
方
針
だ
。

　

関
社
長
は
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、「
単

純
な
収
益
拡
大
で
は
な
く
、
成
長
戦

略
の
一
環
と
し
て
、
相
互
の
利
益
に

な
る
Ｍ
＆
Ａ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、
対
等
な

関
係
を
築
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

い
る
」
と
話
す
。「
当
社
が
本
拠
と

す
る
大
阪
は
万
国
博
覧
会
の
開
催
な

ど
を
含
め
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
２
０
３
４
年
に
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
開
通
し
、
関

西
地
域
が
物
流
の
起
点
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
そ
の
流
れ
に
し
っ
か
り

と
乗
れ
る
よ
う
、
成
長
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。�
■

ミューチュアルがカバーする領域

入出庫や在庫を数値データとして可視化

関社長


